
フィッティングの方法 
Excel でフィットを行う場合には、変数セルや目的セルなど事前に準備するものがいくつか
あり手間がかかりますが、Origin では元データ（もしくはグラフ）があればそのままフィ
ットに使う関数を選択してフィットを実行できます。ここでは同じデータに対してフィッ
トを行う手順を Origin と Excel で比較してご紹介します。今回はOrigin に標準で組み込ま
れている Gauss 関数でフィットさせる場合の手順を比較します。 
Gauss 関数についてはこちらからどうぞ 
https://www.originlab.com/doc/Origin-Help/Gauss-FitFunc 
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※使用した各ソフトウェアのバージョン：Origin 2021b、Excel 2016 
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https://www.originlab.com/doc/Origin-Help/Gauss-FitFunc


Origin 
1.元データから作成したグラフのウィンドウを選択し、メニューから「解析」の「フィット」
の「非線形曲線フィット」 でダイアログを開きます。 

 
 
2.開いたダイアログでカテゴリは「Origin Basic Functions」のまま、関数を「Gauss」にセ
ットして中央右側にある「フィット」ボタンをクリックするとフィットが実行されます。 

 
 
 



3.フィットが完了し、パラメータの値や統計値などがまとめて見られるレポートシートが出
力されます。また、グラフにもフィット曲線が自動的に追加されます。 

 
 

 

 
 
 
 



Excelの場合 
1.元データとGauss 関数のパラメータ用のセルを用意します。 

 
 
2.パラメータの値を使った Gauss関数のデータ列を作成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3.Gauss関数のデータ列と元データの残差の二乗を出します。 

 
4.残差の 2 乗の総和を求めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 



5.Excel 上部のタブから「データ」タブに移動し、「ソルバー」を選択します。 

 
6.目的セルに残差二乗和のセルを、目標値を「最小値」に、変数セルをパラメータのセルに
設定してあとはデフォルトのまま「解決」ボタンをクリックします。 

 

 
 
 
 
 
 
 



7.「ソルバーによって解が見つかりました。」と表示されれば OK です。レポートが必要な
場合にはレポートの中にある必要な項目を選択して「OK」でダイアログを閉じます。 

 
8.Gauss関数のデータ列の値がフィットしたときの値に書き換わったので、これと元データ
をグラフにプロットすると下図のようになります。 

 

 
 
 



まとめ 
Excel では毎回関数を作成する必要がありますが、Origin にはよく使われる関数があらかじ
め組み込まれているので、作業時間を短縮できます。また、グラフからフィットすれば自動
でグラフ上にフィット曲線も追加される点も便利ですね。 
 
なお、Originでも、自分で定義した関数でのフィットが可能です。また、パラメータの値の
範囲やパラメータ同士の関係を設定してフィットを実行することや、複数データでフィッ
トを実行する場合にパラメータを共有することもできます。 
 
詳細は下記ページをご参照ください。 
https://www.lightstone.co.jp/origin/whats_origin/curve_fitting.html 
 
(補足 1)Origin ではグラフがない状態でもフィットさせたいデータ列を選択した状態でメ
ニューから 「解析」の「フィット」の「非線形曲線フィット」 を同様に行いますとフィ
ットが実行できます。（グラフはレポートシート内のもののみになります。） 
 
(補足 2)Originでは初期値を設定する場合、関数を設定したあと「フィット」ボタンを押す
前に「パラメータ」タブに移動して値の列を変更することでパラメータの初期値を変更でき
ます。 
また、Origin では自動的に初期値を計算してくれる機能がありますので、フィットごとに
毎回設定せずともフィットを実行できます。 
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